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ニュース＆トピックス

質疑応答を交え、規格を再確認

　枝豆生産部会は、出荷目揃会を開催し規格や今年度
の取扱いを確認しました。
　情勢報告では、関東産も終盤で県南産もスタートし、
東北産に移行していくと報告がありました。
　取扱い説明では、収穫遅れやトロけに注意するよう
呼びかけ、収穫の目安や確実な乾燥など対策を指導し
ました。
　終了後は、現物を見ながら規格等を再確認し、高品
質な枝豆の出荷へ備えました。

出荷盛期に向けて出荷規格を確認

7月28日
枝豆出荷目揃会

生産者圃場で今後の管理を指導

　アスパラガス生産部会は現地講習会を行いました。
　講習会では、少雨による水不足対策や草姿管理など、
今後の作業のポイントについて確認しました。
　病害虫防除について、全県的に多いアザミウマ類の
早めの防除や今年多発しているカメムシへの注意を呼
びかけました。また、褐斑病と斑点病は同時防除を行
い、葉の適切な管理を指導しました。
　終了後は、各担当者と圃場を見ながら意見交換を行
い、生育の確認を行いました。

水不足や病害虫の対策を学ぶ

7月30日
アスパラガス現地講習会

　ＪＡかづのは１日、６月下旬からの高温・少雨・渇水による
農作物等の被害に対処し、その拡大防止と被災農家の経営安定
に必要な対策を講ずるため、ＪＡかづの異常気象対策本部委員
会及び異常気象対策現地指導本部を設置しました。

※「異常気象」とは、今回対象とした気象（高温・少雨・渇
水）のほか、今後想定される災害級の気象（大雨や台風・大
雪・暖冬・冷夏など）を含みます。

　また、災害級の気象と判断した場合は、対象を速やかに切り
替え、各本部の業務を遂行いたします。

ＪＡかづの異常気象対策本部

8月1日
ＪＡかづの異常気象対策現地指導本部の設置

１．被害防止・対策のための的確な営農指導の実施並び
に行政等関係機関との連携および要請活動に関する
事項

２．被害による被災農家支援に係る諸対策に関する事項
３．その他被害対策に必要な事項

業 務
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ガンバロー三唱で出荷へ弾みをつけた

　北限の桃生産部会は、収穫祈願祭を執り行い豊作並
びに農作業の安全を祈願しました。
　祈願祭では阿部組合長が「北限の桃は鹿角の大きな
ブランドとして定着し、農業振興に大きく貢献してい
る。関係機関と一体となって支援を継続していきた
い」と挨拶しました。
　本年度は生産者１２２名、栽培面積約５５ｈａで生産され
ており、集荷量３７８㌧、販売額１６６百万円を目標に出荷
販売が行われます。

北限の桃、いよいよ全国へ！

8月7日
北限の桃収穫祈願祭

現物を参考に基準を確認

　ネギ生産部会は有利販売に向け、出荷協議会を開催
しました。
　産地情勢について、高温や干ばつで細物傾向、生育
も遅れ、出荷が伸び悩んでいると報告がありました。
　取扱いについて、取扱いや規格を確認したほか、１０
月以降の出荷の際は、白根の長さが変わるため１ヶ月
前には土寄せを行うよう呼びかけました。
　また、多発している害虫に効果的な薬剤を挙げ、対
策を指導しました。

関東産終盤、東北産へ

8月4日
ネギ出荷協議会

　アニモ２０周年記念の特別企画として同じく２０周年を
迎えた「超神ネイガー」のショーを開催しました。
　来場者へオリジナルグッズ「超神ネイガー応援メガ
ホン」を配布し、子供たちは悪事を働く怪人と戦うネ
イガーを応援しました。そのほか、ネイガークイズや
握手撮影会も行われショーは賑わいました。
　共済課では、来場者へこども共済のマルチポーチプ
レゼントのＰＲをしました。

親子でネイガーを応援

8月2日
アニモ２０周年　ネイガーショー
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ニュース＆トピックス

現物を使い、規格基準を説明

　花き生産部会では、９月のお彼岸需要に向け、取扱
い説明会を開催し、品目ごとに品質基準や箱詰め方法
などを確認しました。
　お盆期間の販売について、全体的に前進していたも
ののスケジュールに合った送花で、欠品することなく
需要に応えることができたと報告がありました。
　また、８月に入り急増しているオオタバコガについ
て、食害に繋がらないよう、薬効の長い薬を使うなど
対策を指導し、念入りな防除を呼びかけました。

お彼岸需要に向けて

8月19日
花き取扱い説明会

生育を見ながら管理を確認

　トマト生産部会は、生産者ハウスにて現地講習会を
開催し、今後の管理を確認しました。
　講習会では、今後も高温が続く予想で、少量多回数
でのかん水で肥料濃度を調整しながらの施肥、先日の
豪雨で裂果が多発しているため、対応策について説明
がありました。
　病害虫対策については、効果的な薬剤を紹介し、定
期的にローテーション散布を行い、防除の徹底を呼び
かけました。

盛夏期の管理を学ぶ

8月20日
トマト現地講習会

　ＪＡかづのは１３日、鹿角市と小坂町へ少雨渇水および高温にかかる農
作物対策についての要望書を提出しました。
　管内の農作物の被害状況や北限の桃やきゅうりなどかづのブランド衰
退といった懸念点などについて報告しました。
　阿部組合長は「遮光シートやポンプの準備など普段はかからないよう
な負担が農家にかかっている。こういったのをきっかけに離農者も出て
しまう」と話し、今後も想定されることから、来年以降も見据えた長期
的な対策を要望しました。
　市長や町長は「今年のうちから出来るものから対応していきたい」と
答えました。

鹿角市・小坂町へ

8月12日
少雨渇水および高温にかかる農作物対策についての要望書を提出

・水　　稲…不稔と白未熟粒による品質低下や減収（高温･渇水）
・果　　樹…小玉傾向（渇水）や着色の遅れ（高温）
・きゅうり…フケ果や萎れ（高温･渇水）の多発
・ネ　　ギ…細物傾向（高温）
・枝　　豆…花落ちで収量３割減（渇水）
・そ の 他…高温障害の発生
・花　　き…規格外の多発（高温･渇水）
・肉牛肉豚…食欲低下（高温）
・酪　　農…乳量減（高温）　など

被害状況（８月７日時点）
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